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一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

1

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

健全で計画的な財政運営を推進します

1

平成１２年度以前

行政経営

2

～

財政課

資産管理係

311

平成３０年度以降

財政運営

・それぞれの所管する業務ごとに、用途に応じた適正配車と運行管理を行った。

・燃料、修繕料、公課費等を一元管理することで、車両継続検査・定期法定点検・修理及び

交通事故の保険に関する事務を一括して実施した。

・行政バスの使用許可等についての運行管理を適切に行なうとともに、利用者アンケートを

実施し、行政バスに対する利用者の満足度を高めた。

・幹部会等で公用車事故の注意喚起を行い、事故を起こした職員の部署に対して、勤務時

間外に安全運転に関する職場研修を実施し、職員の安全運転意識を高めた。

(研修対象課:生活交流課外９課　H26.1.29～1.31の三日間実施)

・職員インフォメーションを活用し、「事故通信」を掲載する。事故通信では、職員が起こした

６件の事故について紹介し、事故防止に向けて注意喚起を行った。また、職員向け広報誌

「こまっぷ」においても公用車事故の記事を掲載し、職員に対して注意喚起を行った。

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

公用車の効率的な運行管理を行い、燃料、修繕料、公課費等の一元管理をする。
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◆【２５年度直接経費の内訳】

燃料費　1,385千円　　車両継続検査・修繕費　1,719千円

公課費　1,095千円　　保険料  3,599千円

行政バス運行管理業務委託　 8,660千円

消耗品等　1,239千円

◆【２６年度直接経費の内訳】

燃料費　1,803千円　　車両継続検査・修繕費　1,985千円

公課費　1,402千円　　保険料　4,687千円

行政バス運行管理業務委託　13,200千円

消耗品等　1,521千円
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事業実施におけ

る課題

公用車の事故防止に向けて研究が必要である。

公用車の事故は、些細な気の緩みから発生することが多く、一歩間違えると大問題に

発展する。公用車の事故、公用車内の手荷物の盗難などの不祥事は新聞でも報道さ

れ、市の信用を大きく損ねる。公用車事故の撲滅に向けて各職場と各職員が常に意

識する必要がある。
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達成状況

限られた台数の公用車を集中管理することで効率的な運行管理をすることができて

おり、公用車の使用コストについて向上が図れた。
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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の改善案

先進市の状況等を参考に、公用車の効率的管理の向上を図り、特に公用車事故の

件数を減少させるための事故防止策を引き続き実施する。
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識する必要がある。

今後も引き続き、公用車事故防止に努めるなど、公用車の適切な維持管理など研究

を進める必要があるが、公用車の台数・運行管理については財政課や担当課での集

中管理体制が整っていることから現状維持とした。

判定理由

風水害による非常配備など、公用車を同一目的で複数台使用する場合や、トラック・

ワゴン車など特殊車両を必要とする場合など、様々な業務に応じた適切な配車、運行

管理が困難になる。また、公用車事故への迅速な対応や、事故防止への注意喚起が

手薄になる。

維　持

行政バスの車庫については、旧庁舎西側の専用車庫で保管されているが、今年度、

旧庁舎を取り壊すため、小牧山南西部にあるバス専用駐車場に保管場所を移転す

る。

公用車の事故については、昨年度多数発生したことから、事故防止に向けて引き続

き、各関係部署に対して、注意喚起等を実施する。
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一次評価のとおり。

公用車の事故防止に対する取組みを強化すること。


